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１．国家戦略港湾の育成
・わが国を取り巻くコンテナ港湾の実情・わが国を取り巻くコンテナ港湾の実情
・国際コンテナ戦略港湾、国際バルク戦略港湾、日本海拠点港湾
・開発保全航路の見直し
・北極海航路 ＳＬＢ ＣＬＢ・北極海航路、ＳＬＢ，ＣＬＢ

２．内航フェリー航路及び離島航路の安定維持政策
・内航フェリー便数の推移
・離島航路の状況（航路別便数、利用者数、離島人口）離島航路の状況（航路別便数、利用者数、離島人 ）
・提言：燃料油税緩和、フェリー岸壁利用料低減等

３．エネルギー拠点港の整備（通産省と連携）
・石油備蓄基地（既設）
・ＬＮＧ輸入基地港湾とパイプライン敷設→原子力発電政策と連動
・メタンハイドレード備蓄・生産基地港湾とパイプライン敷設
・風力発電港湾、波力発電、潮力発電港湾、
ピキタ 防災都市 構築 臨海 油 ビ 防災

５ 港湾の地球温暖化緩和策

４．ユピキタス防災都市の構築と臨海石油コンビナートの防災
・ワイヤレス無線ネットワークでユピキタス防災都市を実現（総務省と連携）
・臨海部石油コンビナートの液状化防止対策（産業経済省、消防庁と連携）

６．日本海・黄海沿岸国の海洋汚染防止協定の提案→ＵＮＥＰ（ＮＯＷＰＡＰ）と連動
日本 中国 韓国 シア （北朝鮮）の協定が必要

５．港湾の地球温暖化緩和策
・ゼロエミッション・ポートとカーボンフリー物流拠点の整備
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・日本・中国・韓国・ロシア・（北朝鮮）の協定が必要
・沿岸各国の油汚染拡散防止対策（油回収船の配置等）
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選定されたコンテナ戦略港湾＆バルク戦略港湾
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新しい輸送ルート開発の動き

スエズルート：２８日～３０日
北極海ルート：１８日～２０日北極海ル ト：１８日～２０日
ＴＳＲ＆ＴＣＲ：１８日～２０日
空路 ：２日
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２．内航フェリー航路及び離島航路の安定維持政策
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３．エネルギー拠点港の整備（通産省と連携）

上五島基地（洋上タンク）
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４．ユピキタス防災都市の構築

臨海部石油コンビナートの防災
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５．港湾の地球温暖化緩和策
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ＵＮＥＰ（国連環境計画）の地域海域環境計画と連動して協定

６．日本海・黄海海洋環境保全・汚染防止協定の提案

・海底資源開発行為の相互承認制度
・海底資源開発による海洋汚染防止協定・海底資源開発による海洋汚染防止協定
・事故発生時の緊急汚濁拡散防止方策の準備等
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